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市
内
の
全
私
立
幼
稚
園
が

加
盟
し
た
「
相
模
原
市
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
協
会
」

で
は
、
発
足
当
初
か
ら
「
教

育
研
究
・
研
修
」
を
最
も
重

要
な
事
業
に
位
置
付
け
活
動

し
て
い
る
。
近
年
、
人
格
形

成
に
お
け
る
「
幼
児
教
育
」

の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ

る
中
、
同
協
会
で
は
ど
の
よ

う
な
研
修
・
研
究
を
行
っ
て

い
る
の
か
。
同
協
会
の
黛
裕

治
副
会
長
（
清
心
幼
稚
園 

園

長
）
に
そ
の
中
身
と
、
思
い

を
聞
い
た
。

黛
副
会
長
に
よ
る
と
、
協

会
が
「
教
育
研
究
・
研
修
」

を
行
う
前
提
と
し
て
、
全
加

盟
園
が
「
私
立
幼
稚
園
」
と

し
て
の
独
立
性
を
有
し
て
い

る
事
が
あ
る
と
い
う
。
各
園

で
は
、
文
部
科
学
省
が
定
め

た
学
習
要
領
に
加
え
建
学
の

精
神
な
ど
を
も
と
に
独
自
の

教
育
プ
ロ
ブ
ラ
ム
を
作
成
し
、

日
々
園
児
の
成
長
を
促
し
て

い
る
。
黛
副
会
長
は
「
協
会

と
し
て
は
各
園
の
教
育
方
針

や
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、

ど
の
園
で
も
共
通
す
る
課
題

や
先
生
た
ち
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
的
に
研
究
・
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
」
と
各
園
と

の
関
係
性
を
説
明
す
る
。

研
究
活
動
で
は
、
各
園
か

ら
代
表
者
を
集
い
、
３
つ
の

テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
毎
月
１

回
の
研
究
を
２
年
間
継
続
。

代
表
者
は
活
動
内
容
を
園
に

報
告
し
、
全
教
員
で
共
有
す

る
。
テ
ー
マ
は
幼
児
教
育
に

お
い
て
普
遍
的
な
内
容
か
ら
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
も

の
ま
で
様
々
。
現
在
は
「
子

ど
も
と
共
に
育
つ
保
育
者
」

な
ど
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
そ

れ
ぞ
れ
専
門
家
が
参
加
し
て

い
る
。「
専
門
家
の
方
は
、
和

泉
短
期
大
学
様
や
相
模
女
子

大
学
様
な
ど
地
元
の
教
員
養

成
校
所
属
の
方
が
多
い
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
市
の
現

状
を
踏
ま
え
た
研
究
が
可
能

と
な
り
、
両
者
の
連
携
も
密

に
な
り
ま
す
」
と
黛
副
会
長
。

同
協
会
で
は
地
元
の
教
育
機

関
同
士
の
連
携
も
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

貴
重
な
交
流
の
場

研
修
活
動
は
、
ダ
ン
ス
や

歌
の
講
習
に
加
え
、
発
達
障

害
へ
の
理
解
を
深
め
る
特
別

支
援
教
育
研
修
会
も
実
施
。

専
門
家
を
招
い
た
講
習
を
行

い
、
教
員
が
現
場
で
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
る
。
黛
副
会
長
は
「
研

究
な
ど
を
通
じ
て
教
員
の
方

に
知
識
、
技
能
を
身
に
着
け

て
も
ら
う
事
は
も
ち
ろ
ん
、

他
園
の
教
員
と
交
流
し
お
互

い
が
支
え
、
切
磋
琢
磨
で
き

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
」
と
話
す
。

「
子
ど
も
の
成
長
に
は
教
員

自
身
の
成
長
が
欠
か
せ
な

い
」。
半
世
紀
以
上
前
に
芽
吹

い
た
同
会
の
「
哲
学
」
は
次

な
る
50
年
へ
、
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
く
。

取材に答える黛副会長

黛副会長に聞く「教育研究・研修」の意義
まゆずみ

学ぶ教員、全力でサポート

豊泉幼稚園 佐藤学院
南区相模台2-9-4／☎042-744-1539
礼儀作法、躾を重んじながら、遊びを中心とした家
庭的な雰囲気です。近くに米軍基地があり外国籍
の園児も多い国際色豊かな園です。

みずほ幼稚園 協同学園
中央区上溝7-31-4／☎042-762-2289
平成31年4月、認定こども園へ。「園の見学随時受
付いたします。ご予約はお電話で」

谷口幼稚園 心宝学園
南区上鶴間本町4-33-49／☎042-742-9661
豊かな自然、広々としたお部屋、木のぬくもりと家庭
的な雰囲気が漂う幼稚園。

認定こども園 よこやま幼稚園 藤栄学園
中央区横山台2-10-8／☎042-755-5603
天然芝生のグラウンドと豊かな心を育み、健やかな
体を培う。

認定こども園 星が丘幼稚園 桐生学園
中央区星が丘3-5-10／☎042-752-4842
他人の気持ちを考えられる優しさを持った人間・賢
く自立した人間をめざします。特色ある教育活動
「漢字・論語・めざましあそび」

南大野幼稚園 岩本学園
南区上鶴間1-3-1／☎042-742-8822
「ONE FOR EACH，EACH FOR ONE」 一人の保育
者がすべての子どものために、全ての保育者が一人の
子どものために一緒にワクワク、キラキラしよう♪

弥生幼稚園 弥生学園
中央区富士見3-12-19／☎042-755-4575
一人ひとりが個性や創造力も豊かに社会を担う立
派な人になるために、子どもらしくのびのびと学べ
る場でありたいと願っています。

林間のぞみ幼稚園
南区東林間6-5-2／☎042-742-3394
愛情と食べ物と言葉がかけがえのない子どもの育
ちに必要です。人との信頼関係を築き、自己肯定感
を高めることが保育の主眼です。

つくしの幼稚園 川崎学園
南区新磯野3-22-16／☎046-254-3614
子ども、親、職員が三位一体となり成長する姿をめ
ざしています。親と職員がともに支え合い、子ども
の笑顔があふれる幼稚園です。

中和田幼稚園 泉龍寺
南区上鶴間本町8-54-10／☎042-742-8530
仏教情操教育の「ありがとう・ごめんなさい」が素直
に言える子に。サッカー・体操・英語・知育の一貫教
育からの笑顔と喜びを。

橋本幼稚園 長友学園
緑区橋本6-14-1／☎042-771-1448
「あかるく・のびのび・やさしく・げんきな子」がモッ
トーです。各種イベント（未就園児・地域開放）ぜひ
ご参加下さい。

ばらの花幼稚園 聖トマ学園
緑区中野1366／☎042-784-0181
神様から愛されていること、自分はとても大事にさ
れていることを実感できる幼稚園です。新園舎が平
成３１年２月完成予定です。

てるて幼稚園 山口学園
緑区下九沢441-1／☎042-762-3594
広い園庭でのびのび遊び、友だちとの関わりの中
で育つものを最も大切にしています。ひとつひとつ
小さな芽を大切に育みます。

虹ヶ丘幼稚園 杉並学園
中央区陽光台6-3-2／☎042-755-3263
子どもは全員無限の可能性を秘めている。その可
能性を引き出し育てるのが虹ヶ丘幼稚園の教育で
す。写真はキャラクターのピヨちゃんです。

鳩川幼稚園 弥生学園
中央区上溝3-16-15／☎042-761-4306
子どもが主体的に遊ぶ。異年齢同士が一緒に遊ぶ。
遊びの中から、社会に出て生きていく上での力を学
び、身につけていける園です。

認定こども園 渕野辺ひばり幼稚園 八木学園
中央区淵野辺4-31-7／☎042-755-0394
「健康で明るく素直で思いやりのある子ども」を基
本方針とし遊びを通して自分で考え行動がとれる
子どもたちを育てる。

相模ひまわり幼稚園 至誠学園
南区東大沼2-7-6／☎042-744-0220
園児、保護者、教師の心が震える、そんな感動製造
幼稚園です。挨拶、返事、履物を揃えるなどを当た
り前にできる子へ育てます。

相模翠ヶ丘幼稚園 日本基督教団翠ヶ丘教会
南区相南2-25-65／☎042-742-1593
キリスト教の教えを基に「人間を育てる」ことを目
指し、一人一人をありのままに受け入れ認める所か
ら私たちの保育は出発します。

認定こども園 相模林間幼稚園
南区上鶴間4-2-1／☎042-742-8227
幼児期は沢山友だちを作って沢山遊びましょう♪
無料の子育て広場・園庭開放もあります。お近くの
方はぜひ遊びに来てください！

認定こども園 城山わかば幼稚園 わかば学園
緑区若葉台6-5-14／☎042-782-8185
【元気アップわかばっ子！自然がともだち】の合言
葉で、『子どもが主役、生活の全てが遊び』を大切
に、健康な身体と心を育てます。

新町幼稚園 楢の木学園
緑区相原1-20-5／☎042-772-0926
「生きる力を育てる」自ら考える力 自ら行動する
力 集団の中で自ら協力する力 を園生活を通し
て身につけます。

清心幼稚園 黛学園
中央区清新3-14-16／☎042-754-5290
子どもと共に親も育ち合う、明るく楽しい子育てを
応援しています。親子で楽しい“りんごの部屋”へ、
気軽に遊びに来てくださいね！

誠心第一幼稚園
南区西大沼5-13-17／☎042-748-8735
園長の恩師である玉川学園創設者・小原國芳先生
が提唱した『全人教育』を教育目標としてバランス
のとれた教育を行っています。

誠心相陽幼稚園 誠心学園
南区磯部1648／☎046-254-5192
本物の自然に囲まれた豊かな環境の中で、子ども
自らが「やってみたい！」と思う気持ちを大切に保育
をしています。

相武台中央幼稚園 神奈川県住宅福祉学園
南区相武台団地2-3-6／☎046-251-2030
広い園庭・恵まれた自然の中で、子ども達は毎日の
びのび遊んでいます。人間関係を大切にし「大好き
な心」を育てます。

たけのうち幼稚園 小磯学園
中央区東淵野辺4-23-20／☎042-756-5978
1人1人の成長発達を大切にし、こまや剣玉、竹馬、
絵本の貸出等の体験を通し生活意欲を育て、集団
生活の中での成長を促します。

中央幼稚園 相模中央学園
中央区光が丘2-24-1／☎042-755-0391
2019年に創立50年目を迎る中央幼稚園です。『ミ
ライノオト、奏でよう』を合言葉に、これからも子ど
も達の未来を“奏造”し続けます！

認定こども園
たいようのこ 太陽の子幼稚園 長友学園
緑区原宿南3-6-10／☎042-782-6332
『遊びは学び！育て！感じる心！0.1.2歳児のお友だ
ちの遊び場「ぽかぽかルーム」開設中』

認定こども園 田名幼稚園 宗祐寺学園
中央区水郷田名1-16-3／☎042-761-1606
宗祐寺の境内に位置し、お寺も園庭がわり。水郷田
名の豊かな自然に包まれて、発見の毎日です。月１
度のお寺まいりも特長です。

津久井ヶ丘幼稚園 かみや学園
緑区長竹838-1／☎042-784-5133
本園では、豊かな体験活動を通して子どもたちの体
を鍛え、知恵を磨き、心を耕します。子どもたちの夢
と希望を育む幼稚園です。

誠心第二幼稚園 誠心学園
南区相模台6-30-12／☎042-743-0403
創立５０周年。幼児の主体性を重視するピアジェ理
論に基づく「清い心 よい頭 強い体」の全人教育
を実践しています。

さがみひかり幼稚園 深沢学園
南区麻溝台5-11-6／☎042-742-3479
子育てにとって大切なことは、子どもを「どう取り扱
うか」ではなく、子どもの「こころを知ろう」とする
姿勢であると考えます。

認定こども園 相模女子大学幼稚部 相模女子大学
南区文京2-1-1／☎042-742-1445
学園内の自然豊かな環境の中で、子どもたちは伸
び伸びと過ごしています。旬の食材や郷土料理を取
り入れた給食も大人気です。 

相模白ゆり幼稚園 日本基督教団相模原教会
中央区矢部4-1-20／☎042-752-2328
「愛される子」「愛する子」「心豊かな子」が目標。友だ
ちとの自由な遊びやリトミックを通して、元気に遊
ぶ、やさしい子を育む。

相模すぎのこ幼稚園 日高学園
南区古淵3-26-19／☎042-744-0503
知性・感性・意志を円満に育み、豊かな人間性と社
会人としての資質を養うことから、きれいな心・
よい頭・強い体の育成を目指します。

相模つばさ幼稚園 つばさ学園
中央区淵野辺2-22-7／☎042-753-2196  
160名という比較的小規模の幼稚園です。子ども
達の「楽しい」の気持ちを大切にしながら、これから
の幼児教育を担っていきます。

相模原みどり幼稚園
緑区東橋本2-32-22／☎042-772-4610
「丈夫な体にやさしい心を持つ子ども」を目標に、充
実した施設の中で様々な体験を通して、のびのびと
子どもたちは過ごしています。

相模原高等学校付属 光明幼稚園
南区当麻870-6／☎042-778-2846
思いやりの心、感謝する心、すべての物を愛する心、
体験や遊びを通して社会性を持ち、豊かな創造力
を持つ子どもに育てます。

認定こども園 相模野幼稚園 義澄学園
緑区二本松3-9-12／☎042-772-2915
幼稚園設立以来5５年の歴史がある認定こども園
です。0歳から就学前まで、お子さんの将来を見据
えて教育・保育を行っています。

幼保連携型
認定こども園 大島幼稚園 かみや学園
緑区大島202-1／☎042-762-3633
本園では、豊かな体験活動を通して、元気でやる気
のある子どもの育成に努めています。子どもたちの
夢と希望を育む幼稚園です。

大野文化幼稚園 大野学園
南区大野台5-1-11／☎042-756-1218
地域の皆様に支えていただき、創立45年目を迎え
ることが出来ました。子どもの心に刻まれるたくさ
んの経験ができる幼稚園です。

認定こども園 小山白ゆり幼稚園 山崎学園
中央区宮下本町3-4-12／☎042-773-8241
緑に囲まれ、家庭的な雰囲気の中で「考える力をつ
ける、情操豊な心を育てる、健康な身体を作る」を
教育目標に保育を行います。

けやきの子幼稚園 佐藤学園
中央区上溝382-3／☎042-778-3704
当園は「基本的生活習慣の育成」を目標に保育を
行っています。園児たちは広くて夏も木陰の多い園
庭で伸び伸びと遊んでいます。

相模栄光幼稚園 永井学院
中央区矢部3-11-13／☎042-752-8040
『明るい子ども』『考える子ども』『しんぼう強い子ど
も』という３つの柱を立て、健康で心豊かな人間性
を育てている。

上田名幼稚園 立城学園
中央区田名5266-1／☎042-761-6856
「すこやかに いつもあかるくのびのびと じぶん
のちからでやりとげよう」をモットーに、一人ひとり
を尊重した保育を心がけています。

認定こども園
杜の光  大沢幼稚園 長友学園
緑区上九沢267／☎042-762-4389
ぞうり保育で、子どもたちが元気一杯のびのびとし
ている幼稚園です。人や自然とのふれあいを大切に
し、「思いやる心」を育みます。

うのもり幼稚園 相模原学園
南区鵜野森2-11-1／☎042-743-3597
のびのびと遊ぶうのもりの子ども達 心の豊かな
やさしい子どもよく考えすすんでとり組む 子ども
じょうぶでねばり強い子ども

認定こども園
げんきっこ  大沢第二幼稚園 長友学園
緑区大島1304-2／☎042-761-3464
「広い庭で五感をフルフル回転 どんどん実る真っ
赤な苺 食べて遊んで大満足 身体も心もげん
きっこ！ 赤ちゃんとママの心サロンに大歓迎」

あかね幼稚園 白鳳学園
中央区下九沢964／☎042-773-0730
小さな幼稚園です。１人ひとり人の成長をきめ細か
く見ていく。保護者、保育者、子ども、みんなが知り
合っている。そんな環境です。

協会加盟園一覧
（五十音順）
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幼
稚
園
教
諭
は
日
々
園
児

と
ふ
れ
あ
い
、
子
ど
も
を
最

も
近
い
と
こ
ろ
で
見
守
る
存

在
だ
。
幼
児
教
育
の
一
翼
を

担
う
べ
く
現
在
、
市
内
の
幼

稚
園
で
奮
闘
す
る
教
諭
の
一

人
に
、
職
務
に
携
わ
っ
た
き

っ
か
け
や
や
り
が
い
、
地
域

と
の
関
わ
り
な
ど
を
聞
い
た
。

大
沢
幼
稚
園
（
緑
区
上
九

沢
）
に
勤
務
す
る
笹
井
美
紀

さ
ん
（
29
）
は
、
勤
続
10
年

目
の
今
年
度
か
ら
、
園
全
体

を
見
渡
し
他
の
教
員
を
支
え

る
指
導
副
主
任
を
任
さ
れ
て

い
る
。「
今
ま
で
ど
れ
だ
け
周

り
の
人
に
助
け
ら
れ
て
い
た

か
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
」

と
笹
井
さ
ん
は
話
す
。

緑
区
又
野
出
身
。
幼
児
保

育
に
携
わ
っ
て
い
た
母
の
影

響
で
、
幼
少
期
か
ら
教
職
に

魅
か
れ
て
い
た
。
中
学
生
の

頃
、
園
児
と
の
信
頼
関
係
を

嬉
々
と
し
て
語
る
母
の
姿
を

見
て
、
教
員
は
「
憧
れ
」
か

ら
「
志
す
」
も
の
に
な
っ
た
。

い
ざ
専
門
的
に
学
ん
で
み

る
と
、
子
ど
も
と
の
遊
び
の

中
に
確
固
と
し
て
存
在
す
る

「
教
育
的
意
味
」
や
「
責
任
の

重
さ
」
を
痛
感
。「
自
分
の
促

し
一
つ
で
子
ど
も
の
育
ち
が

変
わ
る
」。
使
命
感
と
と
も
に

「
自
分
に
務
ま
る
の
か
」
と
い

う
不
安
に
も
か
ら
れ
た
。
期

待
と
不
安
が
入
り
混
じ
る
中
、

念
願
の
幼
稚
園
教
諭
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
す
る
も
、
着
任
当

初
は
や
る
気
が
空
回
り
。「
思

う
よ
う
な
指
導
が
で
き
ず
、

子
ど
も
を
成
長
さ
せ
ら
れ
て

い
る
の
か
ど
う
か
…
」。
ベ
テ

ラ
ン
教
員
が
で
き
る
こ
と
が

自
分
に
は
で
き
な
い
。
理
想

と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩

む
日
々
だ
っ
た
。

「
失
敗
も
宝
物
」

そ
ん
な
中
で
も
、「
そ
の
時

期
、
そ
の
環
境
、
そ
の
子
ど

も
に
と
っ
て
一
番
良
い
促
し
、

正
解
が
き
っ
と
あ
る
。
そ
れ

を
探
し
続
け
る
の
が
苦
し
い

け
れ
ど
、
楽
し
い
」
と
保
育

と
向
き
合
っ
て
き
た
。
失
敗

を
繰
り
返
し
て
も
、
園
長
に

は
「
目
指
す
先
生
に
き
っ
と

な
れ
る
、
頑
張
れ
」
と
励
ま

さ
れ
た
。
教
育
実
習
で
計
画

通
り
に
こ
と
が
運
ば
な
か
っ

た
時
、「
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
も
宝
物
」
と
背
中
を
押
し

て
く
れ
た
指
導
教
員
の
言
葉

は
今
で
も
忘
れ
な
い
。

着
任
し
て
初
め
て
受
け
持

っ
た
子
は
今
年
、
中
学
３
年

生
に
な
る
。
園
が
催
す
地
域

イ
ベ
ン
ト
に
来
る
こ
と
も
あ

り
、
教
え
子
に
会
う
機
会
は

多
い
。「
卒
園
生
が
学
校
に
通

う
姿
を
目
に
す
る
と
、
教
育

の
バ
ト
ン
を
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
の
だ
な
と
う

れ
し
く
感
じ
ま
す
」
と
感
慨

深
げ
に
話
す
。
協
会
主
催
の

研
修
・
講
習
で
は
、
ダ
ン
ス

や
歌
の
講
義
な
ど
新
た
な
実

技
、
知
識
を
学
び
保
育
に
生

か
す
。「
新
し
い
も
の
を
取
り

入
れ
る
と
次
の
日
が
楽
し
み

に
な
る
し
、
そ
こ
か
ら
ア
イ

デ
ア
が
湧
い
て
き
ま
す
」

「『
子
ど
も
や
保
護
者
、
職

員
の
笑
顔
を
つ
く
る
先
生
に

な
る
』
と
い
う
思
い
は
変
わ

ら
ず
持
ち
続
け
て
い
ま
す
」

と
笹
井
さ
ん
。
日
々
、
理
想

の
教
員
像
を
追
い
求
め
る
中

で
、「
支
え
ら
れ
て
い
た
立
場
」

か
ら
「
支
え
る
立
場
」
へ
と

変
化
し
た
今
、「
こ
れ
か
ら
は

自
分
が
後
輩
や
園
を
支
え
て

い
け
る
よ
う
に
、
今
ま
で
周

り
の
人
に
自
分
が
し
て
も
ら

っ
て
き
た
こ
と
を
返
し
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
て

く
れ
た
。

現
役
教
諭
に
聞
く
、幼
児
教
育
の
や
り
が
い

地
域
で
つ
な
ぐ「
教
育
の
バ
ト
ン
」教諭として勤務する笹井美紀さん

地域で育む「未来の笑顔」
（一社）相模原市幼稚園・認定こども園協会

市内全私立幼稚園加盟＆創立50周年記念
「（一社）相模原市幼稚園・認定こども
園協会」（川﨑永会長）にこのほど、８園
が新たに加わり創立以来初めて市内に
立地する全私立幼稚園が加盟を果たし
ました。同会にとって今年は創立50周
年の節目の年。記念すべき年に悲願で
あった全園加盟を果たした同会の活動
を紹介するとともに歴代会長、現役教員
のインタビューなどを通じて幼稚園に
携わる人々の思いをお伝えします。

お
祝
い
の
言
葉

（一社）相模原市幼稚園・認定
こども園協会の創立50周年
誠におめでとうございます。
幼児期における教育は、生涯
にわたる人間形成の基礎を
培い、子どもたちの健やかな
成長のために大切なものでご
ざいます。加盟各園の長年に
わたるご尽力に、深く敬意を
表しますとともに、感謝申し
上げます。
貴会の益々のご発展を祈念
いたします。

相模原市

協会創立50周年に寄せて
このたび記念すべき創立50
周年を迎えられましたことを
心からお祝い申し上げます。
社会情勢が多様に変化する
中で、様々なご労苦があった
ことかと存じますが、個性豊
かな独自の教育にご尽力い
ただき、子どもたちの健全育
成に寄与されてきたことに深
く感謝いたします。
同会の益々のご発展を心よ
り祈念申し上げます。

相模原市議会

協会創立50周年を祝して
今年度、（一社）相模原市幼
稚園・認定こども園協会が創
立50周年を迎え、市内の全
私立幼稚園が加盟されたと
のこと、誠におめでとうござ
います。
本学も相模原に移転し42年
を迎えますが、その間、貴協
会から多大なご支援を賜っ
てまいりました。これからも
共に子ども達の教育やその
家庭のために貢献させて頂
きたいと思います。

学校法人和泉短期大学

子どもたちのより良い
人格形成を養うために

加山 俊夫市長沼倉 孝太議長佐藤 守男学長

多様な学び場の創出を
会長を務めた2002年は市の財政が非常に厳しい年で

した。その余波は私たちにも押し寄せ、各園への補助金
が初めて減額となりました。そんな中でも翌年には市が
中核市へ移行する事を受け、行政と一緒に子どもへの教
育・子育て支援を充実させるべく取り組みを始めまし
た。加盟園の意見を参考に、市全体での幼児教育の方向
性を示す「幼稚園教育振興プログラム」を制定したのも、

第9代会長 古木幸一氏（中央林間幼稚園 園長）

その成果の一つです。近年、幼児教育への保護者のニーズは非常に多様化して
います。各幼稚園は私立幼稚園として「規模と教育内容」で個性を発揮し、地域
に多様な学び場を創出していきたいですね。

私が会長を務めた2008年からの2期4年で最も大き
な変化は法人格の変更です。協会の機能を強化するた
め加盟園の協力を得て、社団法人から一般社団法人へ
と変更しました。他にも健康診断、歯科検診無料化の
要望活動などに継続的に取り組んできました。現在、
社会は急速な技術革新により大きな変革期を迎えて
います。激動の時代の中を生き抜く子ども達にはどん
な変化にも対応できる「土台」を育んでほしいです。人間としての「あたたか
さ」や人を思いやる気持ちを十分に育めるよう、私たち大人が見守っていき
たいです。

変化に強い土台作りを
第11代会長 川井俊幸氏（相模ひまわり幼稚園 園長）

合同就職説明会合同就職説明会

時間：10：30～14：30

主催：（一社）相模原市幼稚園・認定こども園協会

きっと見つかるあなたに合った幼稚園♪

2018年8月5日㈰

（問）同協会：042-751-3606

入場
無料
（入退場自由）

集まれ！
未来の

幼稚園教諭

会場：小田急ホテル
  センチュリー相模大野8F

全園一丸で次の50年へ
2016年度から会長職を務めさせて頂き、創立50周年

の年に2期目を迎えました。この間、他地区の協会に先立
ち「認定こども園」の文言を協会名に入れるなどの取り
組みを展開してきました。そして今年、新たに8園が協会
に加わり、悲願であった市内全私立幼稚園が加盟を果た
しました。これもひとえに歴代会長、役員理事をはじめ
とした多くの方々のご尽力によるものです。今後は「市

第14代会長 川﨑永氏（つくしの幼稚園 園長）

内の幼児教育は全て私たちが担う」という自負のもと、教育研究・研修をさらに
充実させ「働いていても幼稚園へ」を広めるべく、全園が一丸となり次の50年に
向けて取り組みを進めて参ります。

原点は「教育への情熱」
私が協会の仕事を始めた頃、加盟しているのは30園

前後でした。会長職は1992年から5期10年にわたり務め
させて頂きました。当時から教育への研究熱が高く、有
志の先生同士で研究会を作り、月に1回は夜遅くまで続
く勉強会を開催。教育者として切磋琢磨できる環境でし
た。協会としての原点は教育への情熱です。現在、子ども
を取り巻く環境は大きく変化していますが、協会として

第8代会長 永保固紀氏（田名幼稚園 理事長・園長）

は設立当時と変わらず「質の高い幼稚園教育」の実現に向けて、研修制度を充実
させ、市内の誰もが働きながらでも幼稚園に通える環境を実現すべく邁進して
ほしいです。

「子育て支援」へ対応を
私が会長に就任した2014年度は「子ども・子育て支援

新制度」が始まる年でした。各園は施設運営の方式を選
択する必要があり、大きな転換期となりました。協会と
しては各園の混乱を最小限にするため、協議会を設立し
行政と積極的に情報交換しました。今後も幼稚園を取り
巻く環境は大きく変化する可能性があり、行政との連携
は欠かせません。現場では保護者への子育て支援の必要

第13代会長 岩本勉氏（南大野幼稚園 園長）

性を感じています。ひとり親や外国籍の子どもなど様々な背景を持つ子どもが
増えており、教育はもちろん子育ての悩みにもより一層対応できる体制が求め
られています。

地域に溶け込む存在へ
会長職に就いたのは2004年度でした。そこから2期4

年間、協会として様々な取り組みを実施しました。その
一つが、保護者からのご要望が多かった夏休み期間中
の「長期預かり保育」の予算化です。行政と折衝を重ね
新たな枠組みを構築出来たことは、市の子育て環境に
おいて着実な一歩となった事と感じております。地域
でのつながりが希薄になる昨今、幼稚園が担うべき役

第10代会長 澁谷武男氏（谷口幼稚園 園長）

割は子どもへの教育、保育に止まりません。園庭開放などを通じ子どもの成長
を見守りながら近隣住民が集える場所として、地域の中へ溶け込んでいって
欲しいです。

手を取り、高め合う仲間
私は2012年度から１期2年会長職を務めましたが、

当時は協会として「人材の確保」が大きな課題でした。
子どもたちへの教育を担って頂く教職員の方々の採用
が難しくなり、各園が頭を悩ませていました。そうした
状況を改善するため、協会として初めて幼稚園教員養
成校へ出向いての就職説明会などを開催し、優秀な教
員の方々と出会うことができました。今後は少子化の

第12代会長 金子英行氏（虹ヶ丘幼稚園 理事長）

影響などが予想され、幼稚園も時代に沿った形が求められてきますが、各園が
お互いが手を取り合い助け合いながら、高め合っていける環境であることを
願っています。




